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研究要旨 ダイオキシンの経口投与によってラット末梢神経の太い有髄線維の
伝導速度が選択的に抑制された。また、その作用は長期に渡り回復はあまり見ら
れなかった。脊髄内での可塑的な変化は見いだし得なかった。 

 
Ａ．研究目的   
 カネミ油症患者の感覚鈍麻や麻痺とダ
イオキシンの関係を明らかにするため、神
経活動に及ぼすダイオキシンの影響につ
いて解析した。また、その作用が長期に渡
って持続するか、脊髄内の可塑的変化を伴
うかを明らかにする。 
 
Ｂ．研究方法   
 ダイオキシンをラットに経口投与し、７
日後および１ヶ月後に後根神経節標本と
脊髄スライス標本を作製した。後根神経節
から記録を行い、末梢神経における伝導速
度の相違を中・長期に検討した。次いで、
脊髄スライスからパッチクランプ記録を
行い、可塑的な変化が起こっているか否か
を検討した。 
（倫理面への配慮） 
痲酔下に末梢神経を取り出すため、倫理的
な問題は起こらないと考えられた。 
 
Ｃ．研究結果  
 末梢神経の Aおよび C 線維の伝導速度
には変化はなかったが、A 線維の伝導速
度は低下を示した。この変化は１ヶ月後に
も認められ長期に持続する傾向があった。
脊髄内の感覚情報処理には明らかな変化
は見いだすことができなかった。 
Ｄ．考察 
 末梢神経、特に太い感覚神経の伝導速度
の低下は感覚鈍麻やしびれと密接に関連

している。それは正座時には太い線維から
障害を受け、脚のしびれや感覚鈍麻を来す
現象と類似することによる。これが患者に
おける感覚鈍麻や痺れに関与している可
能性が考えられる。この感覚異常は長期に
渡って持続すること、脊髄内では可塑的な
変化が見られないことから、末梢神経の伝
導異常には、線維を取り巻く髄鞘における
異常、例えば脱髄などの関与が考えられる。 
 
Ｅ．結論 
 末梢神経の伝導速度の変化が油症患者
の感覚鈍麻等と関連していることが示唆
された。今後その原因として髄鞘の変化を
調べる必要がある。 
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